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ジオシンセティックス工学に関する国際会議と，地域会議あるいは圏内会議について紹介され

ています。 InternationalConference on Geosynthetics:ICGはIGSが主催する最も大きな国際会議であ

り，第1回会議（1977年：フランス共和国・ Paris）から第9回会議（2010年：ブラジル連邦共和国・

Guaruja）までの過去のICG全てが紹介されています。また，地域会議に関しては，特に本年2012年

に開催予定のGeoamericas2012,E町oGE05,GA2012について特に詳しく紹介されています。この3

つの地域会議については，下記の会告をご参照下さい。

IGS Student Award について（PP.4)

2009年～2012年におけるIGSStudent Awardの公募について記載されています。 IGSStudent 

Awardは各支部より推薦されます。詳しくは本号の会告をご確認下さい。

2012/2013 Mercer Lecture について（PP.4-5)

2012/2013 Mercer Lecture について紹介されています。 2012/2013Mercer Lecture lこは， Michael

Heibaum博士が選出され， Geosyntheticsfor Waterways and Flood Protection Structures -Controlling the 

Interaction of Water and Soilと題する講演がなされます。講演概要については， IGSnews上でもリン

ク（http://www.tensar.co.uk/mercer/pdf/Abs仕act_Heibaum. pdf）が貼られています。講演は12thBaltic 

Sea Geotechnical Conference (2012年5月31日～6月2日開催予定）およびANZ2012 -Ground 

Engineering in a Changing World (2012年7月15日～18日開催予定）で行われる予定です。詳しくは

http://www.tensar.co.uk/mercer/default.aspxをご参照下さい。

開催報告（PP.5-11)

ジオシンセティックス工学の内容を含む以下の4つの会議について開催報告が掲載されていま

す。詳細についてはIGSNewsをご覧ください；

1) GeoFrontiers 2011 (PP.5-6），米国合衆国・ Dallas,2011年3月 13～16日開催

備考：会議録（CD-Rom）の購入ができます。詳しくはIGSNews本号をご確認下さい。

2) 2011 Ecological Technology on Geosynthetic Applications (PP. 7-8），台湾・ ChiayiおよびKaohsiung,

2011年5月27日および6月24日開催

3) 1st Argentinean Seminar of Application ofGeosynthetics (PP.8-10），アルゼンチン共和国・ Buenos

Aires, 2011年6月13～14日開催

4) XXIV Geotechnical Italian National Conference (PP.10-11），イタリア共和国・Napoli, 2011年6月22

～24日開催

会告（PP.11-15)

IGS主催もしくは協賛の会議について，以下の会告が掲載されています；

1) 10白InternationalConference on Geosynthetics (10ICG) (PP.11・12)
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会議日程・開催地： 2014年 9月21～25日， ドイツ連邦共和国・ Berlin

HP : www.1Oicg'.'berlin.com 

2) GEOAMERICAS2012 (PP.12-13) 

会議日程・開催地： 2012年 5月6～9日，ペルー共和国・ Lima

HP : www.igsperu.org 

3) 5th European Geosynthetics Conference (PP.20) 

会議日程・開催地： 2012年9月 16～19日，スペイン王国・ Valencia

HP : www.eurogeo5.org 

4) Geosynthetics Asia 2012 (PP.20・21)

会議日程・開催地： 2012年 12月 10～14日，タイ王国・ Bangkok

HP : www.set.ait.ac.th/acsig/conference 

5) International Conference on Ground Improvement and Ground Control 

会議日程・開催地： 2012年 10月30日～11月2日，オーストラリア連邦・ Wollongong 

HP: h杭p://www.icgiwollongong.com

支部・会員ニュース（PP.16-30)

IGS会員の表彰，支部主催の会議等が紹介されています。日本支部に関係する記事としては，

IS-Hokkaido 2012 (2凶 InternationalConference on Transportation geotechnics）の会告が掲載されてい

ます。 IS-Hokkaido2012については本誌会告をご覧下さい。

IGS支部一覧（PP.28)

IGSの各支部の支部長名，および各支部の公式回のアドレスの一覧が示されています。

IGSに関係する行事一覧（PP.29-30)

IGSに関係する行事の一覧が示され，各行事の日程や公式HP，連絡先が示されています。

Geosynthetics InternationalおよびGeotextilesand Geomembranes (PP.30-33) 

両誌はともに IGSの公式論文集であり，随時論文を受け付けています。それぞれの論文集にお

いて，最新号までの 2～3号に掲載されている論文の題目と著者名が紹介されています。

法人賛助会員の技術紹介（PP.34)

TechFab India Industriesl社（インド共和国）の補強土壁工法が紹介されています。

法人賛助会員の国別一覧（PP.34-36)

IGS法人賛助会員の一覧が紹介されています。本号から国別表記に変更されました。

法人賛助会員の紹介（PP.37)

Yixing Shenzhou Earth Working Material社（中華人民共和国）が紹介されています。

備考： IGSnews編集事務局では，法人賛助会員による IGSnewsでのプロフィール紹介を推奨し

ています。ご興味のある法人賛助会員はお問い合わせ下さい。

IGS会長・副会長田前会長・セクレタリーおよび理事の一覧（PP.39)

IGS会長・副会長・前会長・セクレタリーの連絡先，および理事の一覧が示されています。

IGS Newsは IGS本部の公式 HP(htゆ：／／www.geosyn也eticssociety.org／）からダウンロードできま

す。また， IGS本部町では IGS関連の出版物の購入もでき，各言語の教育用リーフレット

(h枕p://www.geos戸地eticssociety.org/Resources. aspx）は無料でダウンロードできます。
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